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京都府舞鶴港ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
　http://www.pref.kyoto.jp/trade/1284603050669.html
文化の感動　京都国文祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	「国民文化祭・京都２０１１」
PＲ隊長　まゆまろ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今回の「東北地方太平洋沖地震」におきまして、多くの方々がお亡くなりになったことに対しましてお悔やみ申し上げますとともに、被災された皆様をはじめ、今も避難生活を余儀なくされておられます皆様に、心からお見舞いを申し上げますとともに、１日も早い復興を心から願っております。
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◇◆みずなぎ通信第８号を送信いたします。今月号は、「東北地方太平洋沖地震」関連情報をお知らせするとともに京都舞鶴港振興に係る平成23年度予算の御紹介、日本海側拠点港選定に向けた動きや中小企業の海外販路開拓支援の取り組みなどの話題をお届けします。◇◆
●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
１　「東北地方太平洋沖地震」関連情報
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
先の号外でもお知らせ致しましたが、改めて東北地方太平洋沖地震被災地への救援物資等の海上輸送については、京都舞鶴港の港湾施設使用料等を減免することとしましたのでお知らせします。
なお、この取扱は関西広域連合が行う被災者支援の一環として、京都府が実施するものです。減免内容及び問い合せ先は以下のとおりです。

１　対象施設及び減免額

①岸壁及び桟橋（総トン数１トンにつき係留時間２４時間までごとに）

　料金：４．３円→全額免除

②物揚場（貨物搬入の日から１５日まで　１平方メートルにつき１日）

　料金：１．４円→全額免除

　物揚場（貨物搬入の日から１６日以後　１平方メートルにつき１日）

　料金：２．８円→全額免除

③上屋（甲種上屋　１平方メートルにつき１日）

　料金：１９円→全額免除

上屋（乙種上屋　１平方メートルにつき１日）

　料金：１７円→全額免除

　上屋（丙種上屋　１平方メートルにつき１日）

　料金：１１円→全額免除

　上屋（コンテナフレートステーション　１平方メートルにつき１日）

　料金：１８円→全額免除

④起重機（多目的クレーン　１基につき１時間）

　料金：１３，８００円→全額免除

起重機（ガントリークレーン　１基につき１時間）

　料金：３５，０００円→全額免除

⑤荷さばき地（１平方メートルにつき１日）

　料金:３．９円→全額免除

⑥野積場等（舗装部分　１平方メートルにつき１日）

　料金：２．２円→全額免除

野積場等（未舗装部分　１平方メートルにつき１日）

　料金：１．１円→全額免除

⑦船舶給水施設（１立方メートルまでごとに）

　料金：２４０円→全額免除

２　減免対象

　東北地方太平洋沖地震被災地への救援物資輸送並びに震災に伴うチャーター船等による緊急輸送等の港湾施設の使用（民間、公共とも）

３　減免期間

　３月１５日から当分の間

４　問い合せ先

　京都府建設交通部港湾課　藤森課長、飯田副課長　

℡：０７５－４１４－５３０２

　京都府港湾事務所　浮田技術次長

　℡：０７７３－７５－１１７４

５　その他

　なお、運用につきましては、可能な限り柔軟に対応したいと考えておりますので、何かございましたら、上記問い合せ先に御照会ください。

●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
２　特集－京都舞鶴港振興に係る平成23年度予算の御紹介
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
京都府では、関西経済圏の日本海側のゲートウェイである京都舞鶴港の更なる振興のため、3月11日に閉会した京都府議会で平成23年度の予算を以下のとおり決定しました。
■□■京都府北部物流産業総合振興事業費（46，031千円）■□■

○　趣　　旨
京都舞鶴港を物流の産業基盤としてさらに活用し、物流関係特定産業集　積促進計画による物流・配送拠点の集積やポートセールスの強化、日本海　側諸港との連携推進など外国貿易の伸張により、北近畿全体の物流を拡大　させ、京都府北部地域の産業振興を図る。
○事業内容

（１）ポートセールスの強化 

 　 京都舞鶴港振興会が行うポートセールス等の事業を支援し、航路の拡充、貿易の拡大等を図る

①京都舞鶴港ポートセールス推進事業 

 　  定期航路の拡充、コンテナ貨物等の集荷、企業誘致等のポートセールス活動事業、京都舞鶴港利用促進パートナーシップ企業の組織化等

②京都舞鶴港トライアル利用促進特別支援事業
    北近畿に立地する事業者を中心に外国貿易貨物の京都舞鶴港でのトライアル利用を促すため、貿易取扱事業者に対し支援

（２）大連集荷研究会の運営
　　 現中国航路が寄港する大連市進出の日本企業等のネットワークを構築するための研究会を運営し、新規輸出入貨物を開拓

（３）港湾関連用地等への企業誘致の強化
  　企業立地促進条例に基づく特定産業集積促進計画により、港湾関連用地等へ物流企業等を誘致するため、広域振興局、関係市とも連携し、企業訪問活動を展開するとともに、物流関連企業、商社等を対象とした舞鶴港見学会を開催
■□■京都舞鶴港ランドブリッジ構想推進事業費（20，000千円　新規事業）■□■
○趣　　旨
京都舞鶴港の特色を活かし、物流・人流両面での活用が可能な国際フェリー航路の誘致を推進するとともに、環日本海諸港と連携し、総合特区の実現や「日本海クルーズ」の就航等を促進し、あわせて、京都舞鶴港の特色ある貨物の取扱いによる日本海側におけるゲートウェイ機能の強化やベイサイドパーク内への企業誘致を促進
○事業内容
①国際フェリー航路の開設の推進
　　　物流・人流両面での京都舞鶴港を活用した京都府北部振興を推進するため、セミナー開催や国内外でのポートセールス等、国際フェリー航路の開　　拓に必要な新規貨物の掘り起こしを実施

②日本海側諸港との連携による物流・人流の振興　
「日本海クルーズ」の誘致や内貿機能の強化など物流・人流両面での振興を推進するため、日本海側諸港と連携したポートセールス活動等を展開

③京都舞鶴港の物流戦略
　　　京都舞鶴港を西日本における製材等バルク貨物集積の拠点港とするため、貿易取扱事業者等に対し、バルク貨物へのインセンティブとなる支援を実施
④ベイサイドパークへの企業立地戦略　
　　　ベイサイドパーク内への企業立地を促進するとともに、京都舞鶴港の利用を拡充するため、ベイサイドパーク内の企業を支援
　　※　ベイサイドパーク

：企業立地促進条例による特定産業集積促進計画に指定する地域（福知山市、舞鶴市、綾部市）
■□■京都舞鶴港活性化事業費（45，000千円）■□■

○趣　　旨
京都舞鶴港を利用する京都企業の利便性の向上のため、フェリー事業者の実施する運賃割引に対する支援を実施
○事業内容
①割引額：１０，０００円／１台
  ②期　間：平成23年４月～平成24年３月

③対　象：大型貨物車両

※　京都舞鶴港振興に関連する平成23年度予算として

■□■中国観光誘客促進事業日（9，000千円　新規）■□■

○趣　　旨
訪日観光客が最も有望視される中国市場において、個人観光客に重点をおいた観光誘客事業を実施

○事業内容
（１）中国で人気の「一休さん」＝「京都」の連想から、京都観光への動議付けによる府域観光の発信

・旅行博等におけるプロモーション事業の展開

・府域を紹介するインターネット動画配信等

（２）旅行会社、メディア、京都企業への情報発信

・中国での京都観光セミナー、商談会の開催

・中国で活動している京都企業を活用した情報発信

・クルーズ船等において、京都ならではの文化体験等船内イベントを実施

■□■北京都ものづくり拠点構想推進事業費（6，000千円　新規）■□■
○趣　　旨
「北京都ものづくり拠点構想」を推進するため、高度なものづくり人材の確保・育成、研究開発等の促進により、中丹地域における産業集積の促進と産業の高度化を支援

○事業内容
（１）企業の集積や高度化を支える人材の確保・育成

　　　教育・職業訓練機関、産業支援機関、中核的企業及び経済団体で構成する「中丹ものづくり人材育成推進会議」において、高度なものづくり人材の確保・育成を推進するとともに、企業の集積や高度化を支える企業ニーズに即したひとづくり事業を実施

（２）新分野進出に向けた産業技術強化支援

　　

＾北部産業技術支援センター・綾部において、高度な加工技術の習得、新分野技術講習から、実践的な製品開発企画研究、試作プロジェクトへの技術支援まで、中小企業の新分野進出に向けた一貫した技術サポートを実施

（３）産学公連携による新分野展開支援

　　　北部産業技術支援センター・綾部を中心に大学や地域のハイテク生産拠点等を含めた産学公連携により、中丹地域の企業が医療分野や環境分野等をテーマに実施する試作品開発等を支援

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
３　京都舞鶴港ホットニュース
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
【京都舞鶴港ホットニュース】

□■□輸入額が過去最高、輸出額が２年ぶりに増になりました。□■□

□■□輸入額が過去最高、輸出額が２年ぶりに増になりました。□■□

大阪税関舞鶴税関支署は、京都舞鶴港と内浦港の2010年貿易概況をとりまとめました。

関西戦力舞鶴火力発電所の2号機完成に伴う石炭需要増などから、輸入額は598億円と1979年からの統計上最高額となり、輸出もロシア向けの中古車輸出が前年比16億円増と持ち直したほか、韓国などへのプラント用大型機械や中国向け自動車エンジンも伸び、前年比17.9％増の297億円で、2年ぶりに前年実績を上回りました。

今年も更なる飛躍に向け、取り組んでいきますので、京都舞鶴港の一層の利用をお願いします。

□■□関西電力舞鶴発電所の石炭輸送船「MIZUNAGI Ⅱ」が京都舞鶴港初入港しました。□■□

2月16日に関西電力舞鶴発電所の石炭輸送船「MIZUNAGI Ⅱ」が、京都舞鶴港に初入港しました。

同船は、載貨重量トン数86,000トン、全長235ｍ、幅38ｍの石炭輸送船で、オーストラリア産の石炭を積み、舞鶴市千歳地区内にある舞鶴発電所の専用桟橋に接岸しました。

当日は、京都舞鶴港振興会関係者が歓迎の意を伝えるために、「MIZUNAGI Ⅱ」を訪船し、今後の航海の安全と、更なる交流促進への協力をお願いしました

□■□放置ボート対策が強化されます。□■□

港湾などに放置されるモーターボートやヨットなどプレジャーボートについて、国土交通省は平成23年度から対策強化に乗り出します。

国土交通省が2006年に実施した調査によると、全国の港湾や河川、漁港で確認できたプレジャーボート21万7千隻のうち、半数以上の11万6千隻が無許可の係留など放置艇（配船を含む）であったとのことです。放置艇は他の船舶の航行に支障をきたし、不十分な安全管理による事故や景観の悪化と行った問題を起こします。

このため、マリーナなど係留施設の整備推進と違反すれば罰金の対象となる放置禁止区域の拡大を2本柱に据える方針です。新たな対策としては、係留施設の管理・運営を民間企業などに委ねて整備促進や効率化を図るほか、港湾法などに基づく放置禁止区域の指定拡大を盛り込む予定です。

船舶関係者らによる検討会で議論しており、3月末までに具体策をまとめる予定です。

□■□「日本海側拠点港の形成に関する検討委員会」第３回委員会が開催されました。□■□

国土交通省では、中国・韓国・ロシアなど日本海周辺の対岸諸国の経済発展を我が国の成長に取り込むための日本海側港湾のあるべき姿等について検討を行っていくこととしており、3月3日に上記検討を行うため、「日本海側拠点港の形成に関する検討委員会」の第３回委員会を開催しました。
委員会では、日本海側拠点港の選定基準や同拠点港としてあるべき姿等を議論され、議論の内容を踏まえて、3～4月に日本海側拠点港の公募を行い、夏までには、選定し、選んだ港の中で早急に取り組むべきテーマなどが出てくれば平成24年度概算要求にも反映していく方針です。

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
４　商工トピック
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
**************************************************
近畿圏中小企業海外展開支援会議が開催されました。

**************************************************
本支援会議は昨年10月に設立され、中小企業の海外販路開拓の支援のため、関係者との意見交換や企業からの相談に応じてきました。

その中で、①小規模な企業では輸出や直接投資を行う割合は低い、②輸出額はアジアの割合が高く、直接輸出先は中国が多い、③国際化を行うことになったきっかけとして、最も多かったのは「自社製品に自信があり、海外市場で販売しようと考えた」という理由であった、④多くの中小企業が海外進出前は情報収集、海外進出後は販売チャンネル開拓、マーケティング強化に取り組んでいる、⑤海外市場開拓における課題としては◆輸出企業では、納期管理や信頼できる現地パートナーの確保の割合が高い、◆直接投資企業では、人材面や資金面の割合が高く、制度面での関心も強いといった現状や課題がわかりました。

今後は、①情報収集・相談（セミナーの開催、組織横断的な支援機関の連携強化）、②マーケティング（バイヤー招聘、環境・航空機・バイオ・コンテンツ分野のミッション派遣）、③人材の育成・確保（海外留学生と中小企業とのマッチング機会の提供）、④資金繰り（金融機関の海外事務所等の連携体制の構築）、⑤貿易・投資環境の改善（知財の保護・活用のための模倣品対策等の広報及び支援）、⑥農商工連携（商談会の実施、農商工連携事業等を活用した支援）、⑦金融連携（セミナーの開催、管内地銀８行と中小企業の個別課題を解決する体制の構築）等の支援を行うこととなりました。

**********************************************
中小企業海外展開支援関連イベントを御紹介します。

**********************************************

☆★近畿地域で開催されるセミナー、商談会、展示会について御紹介します。★☆

【セミナー】

◎発展するアジア新興国地域と我が社の戦略～「アジア新興国センター」開設セミナーと交流会～

◆日　時:：3月28日(月) 15:00～19:00 (受付14:30～)
◆場　所:：マイドームおおさか3階　展示場 (大阪市中央区本町橋2-5)
◆定　員： 300名 (先着順)　 
◆参加費　セミナー：無料、交流会：1,000円 (当日、受付にて頂戴いたします) 
◆内　容
・セミナー　15:00～17:30 (無料)
　　 基調講演 / 上田 義朗 氏　流通科学大学教授
      企業発表 / (株)中央電機計器製作所、(株)大晃機械製作所、
　　　　　　　　　　 (株)新日本テック、(株)サニコン、
      　　　　　　　 (株)一コーポレーションジャパン、
         　　          中矢一虎法務事務所（司法書士　行政書士）
    ・交流会　  17:30～19:00　（参加費：1000円）
     　              ブース出展企業 / 上記発表企業（6社）、　関連民間企業、金融機関、
　　　　　　　　　　　関連外国公館、主催団体(6団体)
◆申　込：下記ホームページもしくはFAXよりお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　
    http://www.ibo.or.jp/html02/seminar.php?mode=show&seq=22   
　 FAX: 06-6942-2258  【締切日:3月22日(火)】

◆問　合　わ　せ　先： (財)大阪産業振興機構　国際経済支援課(IBO) 担当: 杉原
　　　  　 　　TEL: 06-6942-2674  E-mail: [image: image1.png]


ibo@mydome.jp [image: image2.png]


このメールアドレスは、スパムロボットから保護されています。アドレスを確認するにはJavaScriptを有効にして下さい [image: image3.png]


　　

◆〆切：3月22日

◎第2回中堅・中小企業のためのＢＯＰビジネスKANSAIセミナー

◆日　時:：3月30日14：00～17：00　（13：30受付開始）
◆場　所:：大阪商工会議所地下1号会議室（大阪市中央区本町橋2番8号）
◆定　員：150名（先着順）
◆参加費：無料
◆内　容
・基調講演：「ＢＯＰビジネスの現状と中小企業が目指す取り組み（仮題）」
　　　　慶応義塾大学大学院　経営管理研究科　准教授　　岡田　正大氏
　　　・先進企業事例紹介（「次世代有望市場開拓事例集」より）
　　　　企業事例１）「ボルネオとウガンダでのチャレンジ！」　
    　　サラヤ株式会社　代表取締役　社長　　更家　悠介氏
　　　　企業事例２）「ベトナムにおける中小企業の水ビジネスの展開」　
　　　　株式会社サニコン　代表取締役社長　　假谷　登氏
　　　・講演：「インドＢＯＰ市場の概観と消費者ニーズ～チョットクールの開発の経験を踏まえて～」
　　　　独立行政法人　国際協力機構（JICA）企画部　総合企画課　　片井　啓司氏
◆申　込
申込書をダウンロード（http://www.kansai.meti.go.jp/2kokuji/glocal_PT/seminar110330mousikomi.pdf）し、必要事項を記入の上ＦＡＸ（０６－６９６６－６０８７）でお申し込み下さい。
参加証の発行は致しませんので、当日は直接会場へお越し下さい。
◆問　合　わ　せ　先：近畿経済産業局　通商部　国際事業課（大阪市中央区大手前1-5-44） 
　　　　　　　　<TEL>　06-6966-6032（直通）　　　<FAX>　06-6966-6087
　　　　　　　　<E-Mai>： kin-kjn2@meti.go.jpこのメールアドレスは、スパムロボットから保護されています。アドレスを確認するにはJavaScriptを有効にして下さい [image: image4.png]


　　

◆〆切：3月25日

◎台湾活用型中国進出セミナー

◆日　時:：4月13日13：30－16：00 （開場　13：00）
◆場　所:：大阪合同庁舎1号館　第1別館2階大会議室（大阪市中央区大手前1-5-44）
◆定　員：140名（先着順）
◆参加費：無料
◆内　容
・講演

１　中国を睨んだ日台アライアンス～「台湾活用型対中投資」を中心に～

２　ＥＣＦＡ時代の到来から活発化する中台経済交流～

３　日本企業から見た台湾の戦略的価値の高まり

みずほ総合研究所　調査本部アジア調査部　上席主任研究員　伊藤　信悟氏

・講演：「台湾企業から見た日系企業とのアライアンス」

台北中日経済文化代表処　経済組　組長　余　吉政氏
    　・講演：「日台アライアンスによる中国事業の実際」
　　　　東京中小企業投資育成㈱　国際ビジネスセンター所長　藤原　弘氏
　　　・講演：「中小企業の海外展開支援施策について」
　　　　近畿経済産業局　通商部　国際化調整企画官　山崎　健司氏
　 ・質疑応答

◆申　込
参加申込書（http://www.kansai.meti.go.jp/2kokuji/glocal_PT/taiwanseminarmousikomi.doc）をダウンロードの上、みずほ銀行国際営業部(関西駐在)宛（担当：新海(しんかい)）までＦＡＸ（０６－６２０２－１５７８） にてお申し込み下さい。なお、「受付票」は、発行しておりませんので、当日はお名刺を会場受付にお持ちください。
◆問　合　わ　せ　先：近畿経済産業局　通商部　国際事業課（大阪市中央区大手前1-5-44） 
　　　　　　　　<TEL>　06-6966-6032（直通）　　　<FAX>　06-6966-6087
　　◆〆切：4月8日

【展示会】
◎ＥＮＶＥＸ２０１１（Environmental Technologies Exhibition 2011）

◆会期：6月8日～10日

◆場所：韓国ソウル

◆分野：環境・エネルギー

◆特長：環境・廃棄物処理、リサイクリングの見本市

◆〆切：3月31日
【商談会】

◎日中ものづくり商談会＠上海２００１

◆会期：9月6日～7日

◆場所：中国上海

◆特長

・上海で開催される商談会への出展割引など特別条件で募集（10ブース限定）

・日中製造業における中国での部品、材料の調達や上海をはじめとする中国での販路拡大を目的とする製造業に最適の展示会

◆〆切：4月7日

※　以上、問い合わせ先：

近畿経済産業局　通商部　国際事業課（大阪市中央区大手前1-5-44） 
　　　　<TEL>　06-6966-6032（直通）　　　<FAX>　06-6966-6087

******************************************************************************************
「中小企業技術力向上支援センター高度人材育成プログラム」の対象者募集についてお知らせします。

******************************************************************************************
中小企業技術力向上支援センターでは、京都府内の中小企業に就職して自分の能力を企業の技術力向上に活かしたいと考えているポストドクター等の高度な研究スキルを持つ方が、京都府の公設試験研究機関（京都府中小企業技術センター）において技術支援力を身につけながら、就業を目指していくための高度人材育成プログラムの対象者を募集しています。

◆募集対象

専門分野が理系の博士号取得者、博士課程（後期）修了者または平成23年3月終了見込みの方

◆募集人数

定員10名（第1次採用8名、第2次採用2名）

※　第1次募集で定員に満たない場合は、第2次募集の定員に第1次採用の欠員を加えます。

◆募集期間

第1次募集受付期間：平成23年2月10日（木）～3月10日（木）１７：００必着

第2次募集受付期間：平成23年3月28日（月）～4月8日（金）１７：００必着

◆募集主体

中小企業技術力向上支援センター

〒600－8813　京都市下京区中堂寺南町134　京都府中小企業技術センター3階

電話／FAX：075－322－1115

◆雇用期間（支援センターが直接雇用）

　 平成23年5月2日～10月末日（6ヶ月未満）

　 ※雇用期間中は給与を支給（月額：178，800円）

◆公募説明会

　 日時：平成23年2月25日（金）18:00～19:00

場所：中小企業技術力向上支援センター

申込：中小企業技術力向上支援センターに対して事前予約が必要

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
５　エリア情報
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
【観光情報】

☆★お花見に京都北部へ出かけませんか。☆★

●しだれ桜の夕べ
◇日時：４月中旬
◇場所：京都府緑化センター（福知山市夜久野町）
◇内容：八重紅しだれ桜のアプローチが濃い紅色から薄いピンク色に包まれていく風景、夜久野高
　　　  原の春をお楽しみ下さい。

●滝の千年ツバキまつり

◇日時：４月１７日 (日)

◇場所：滝の千年ツバキ公園（与謝野町滝）

◇場所：滝の千年ツバキ（京都府指定文化財　天然記念物）は、樹齢約1000年、幹の周囲が3.26ｍもある巨大なクロツバキで、毎年、3月下旬から濃紫紅の花を見事に咲かせます。ツバキまつりでは、千年ツバキの鑑賞のほか、地元保存会による椿苗木販売、山菜加工品などの特産品バザーや千本づき（餅つき）などが行われます。

●舞鶴つつじまつり
◇日時：４月下旬から5月上旬
◇場所：東舞鶴公園（舞鶴市）
◇内容：東舞鶴公園に市の花でもある約2万5000本のつつじが咲きそろいます。

●あやべ由良川花壇展
◇日時：４月２９日（祝）から５月３日（祝）まで
◇場所：由良川花庭園（綾部市）
◇場所：企業や団体、学校などが作った花壇の展示、園芸オークション、花・苗の販売等が行われ
　　　　ます。

上記のほかにもイベントがいっぱいです。詳しくは下記のホームページをご覧ください。

福知山観光協会　http://www.dokkoise.com/
舞鶴観光協会　　http://www.maizuru-kanko.net/pc/
綾部市観光協会　http://www.ayabe-kankou.net/
丹後広域観光キャンペーン協議会　http://www.tangokankou.jp/
京都府中丹広域振興局　http://www.pref.kyoto.jp/chutan/shoukan/index.html
京都府丹後広域振興局　http://www.pref.kyoto.jp/tango/no-shoko/index.html
【地域情報・トピック】

************************************

大丹波観光サポーターを募集しています！

************************************
大丹波とは、歴史的・文化的に深くつながっている京都丹波（亀岡市、南丹市、京丹波町、福知山市、綾部市）と兵庫丹波（篠山市、丹波市）の6市1町で豊かな自然と文化に彩られた美しい地域を指します。

今回、この大丹波の魅力を自分のことばで発信いただく「大丹波観光サポーター」を募集することとなりました。

活動内容は特に難しいことではありませんので、大丹波を応援してやろうという方はぜひご参加ください。

【募集要項】

◇条件◇
丹波地域に関心をもち、地域の応援団としてご支援いただける方。 

◇役割◇
四季折々の丹波地域の魅力や観光情報、イベント案内や訪問体験などを、友人、知人、グループ、団体、職場の皆さんに、口コミ、ブログ、ツイッターなどにより、発信していただきます。 

◇任期◇
任期 １年間（平成２２年度は平成２４年３月３１日まで）
※引き続いて活動いただける方は毎年度末に更新します。 

◇顕彰等◇
サポートの活動について報酬等はありませんが、年１回活動報告をしていただき、優れた活動をしていただいた方には、丹波地域の特産品等を贈呈いたします。 

◇活動支援◇
四季折々の丹波地域の観光情報やイベント案内情報をお届けいたします。

＝＝★登録申込方法等詳しくは下記のサイトをご参照ください。★＝＝

http://www.pref.kyoto.jp/chutan/shoukan/1297990736116.htmlhttp://www.pref.kyoto.jp/chutan/shoukan/1297990736116.html

 HYPERLINK "http://www.pref.kyoto.jp/chutan/shoukan/1297990736116.html" 


※実施主体：大丹波連携推進協議会（広域観光推進）

京都府南丹広域振興局 ・・・亀岡市・南丹市・京丹波町　

〒621-0851 亀岡市荒塚町1-4-1　農林商工部商工労働観光室

電話0771-23-4438 　FAX 0771-21-0118  

京都府中丹広域振興局 ・・・福知山市・綾部市　

〒625-0036 舞鶴市字浜2020　農林商工部商工労働観光室

電話0773-62-2506 　FAX 0773-62-2859  

兵庫県丹波県民局 ・・・篠山市・丹波市

〒669-3309　丹波市柏原町柏原668　県民室商工労政課　

電話0795-73-3784　 FAX 0795-72-3013

*****************************************
「京都中丹スポーツ観光誘致推進員」の募集 

*****************************************
京都府では、中丹地域スポーツ観光推進協議会を設置し、スポーツ観光客の誘致や産業活性化に向け、地域一体となった取り組みを進めています。

　中丹地域へのスポーツ大会、合宿の誘致や地域のＰＲ活動を行っていただける方を、「京都中丹スポーツ観光誘致推進員」にお願いし、公募することとなりました。自薦、他薦は問いません。

　委嘱をお願いした場合には、名刺等に京都中丹スポーツ観光誘致推進員の名称を記載するなどし、地域産業活性化に繋げるため、自己の所属団体・企業の活動等を通じ、スポーツ大会・合宿等の誘致活動等に努めていただきます。

　募集内容等詳しくは下記のサイトをご参照ください。

　　　http://www.pref.kyoto.jp/chutan/shoukan/1289286881900.html

◇問い合わせ先◇　

中丹地域スポーツ観光推進協議会事務局  （京都府中丹広域振興局商工労働観光室）

〒６２５－００３６　舞鶴市字浜２０２０

ＴＥＬ：０７７３－６２－２５０６ ／ ＦＡＸ：０７７３－６２－２８５９

●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
６　関連情報のお知らせ
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
【京都舞鶴港利用のメリット】
◆京都舞鶴港利用のメリットを御紹介します。◆

□コスト削減

◆京都舞鶴港は、関西地方のみならず、西日本と北海道を結ぶ大動脈として機能する新日本海フェリーが就航していますが、フェリー利用促進のための支援を行っています。
また、京都舞鶴港は北近畿地域だけでなく、京阪神地区のコンテナ貨物を集荷し、コンテナ航路の利用促進を図るため、コンテナ貨物及びバルク貨物に関し、京都舞鶴港の新規利用等に対して支援を行っています。

詳しくは、一般社団法人京都舞鶴港振興会又は港湾荷役代理店にお問い合せください。

（後述の関連情報をご参照ください）

□リードタイム

◆京阪神地域へのアクセス整備で時間的距離が短縮されました。

　　(国道まで1分、舞鶴若狭自動車道まで５分でアクセス)

　　→三田から京都舞鶴港まで約６０分（高速道路利用） 

　　→池田から京都舞鶴港まで約１時間２０分（高速道路利用）

◆ロシア極東地域、中国東北地域、韓国沿岸地域へのアクセスが便利です。

◆また、トランシップを活用した東南アジアや上海への輸出入も便利です。

　例えば、香港は、輸入：６日間、輸出：１０日間　シンガポールは、輸入：１１日間、輸出：１４日間

　　　　　　ジャカルタは、輸入：１７日間、輸出：１６日間　上海は、輸入：４日間、輸出：７日間

　　　　　　ホーチミンは、輸入：９日間、輸出１４日間

□ＣＯ２削減
◆フェリー航路を利用した陸送から海運へのモーダルシフトにより、ＣＯ２の排出量の削減に寄与するなど、地球温暖化問題に貢献します。

◆例えば、京都舞鶴港～小樽港の長距離フェリーを利用し、大阪市内から札幌市内へ貨物を輸送する場合、76％の二酸化炭素（CO2）削減が可能となります。
□地理的条件
◆風や波が少なく、迅速・確実な荷役で沖待ちがありません。 

◆地震が少ない地域です。

【港湾関連用地に物流関連施設、工場等の企業誘致を進めています。】

◆京都舞鶴港喜多地区には約１１haの立地可能な港湾用地があり、土地価格も安価で提供しており、定期借地（土地価格の約３％／年）も可能です。他府県にも負けない優遇制度を用意していますので、京都舞鶴港を拠点とする物流関連施設、工場等の立地を是非御検討ください。

◆現地の御案内や御説明に関しましては、京都府商工労働観光部貿易・商業課（舞鶴駐在、担当：伊藤参事、片尾主査　℡：０７７３－７５－１３１７）まで、お願いいたします。

【(社)京都舞鶴港振興会のご案内】

　(社)京都舞鶴港振興会は、北東アジア及びロシアと我が国の窓口として極めて重要な位置を占める京都舞鶴港を、京都・関西地域の国際競争力の向上や地球環境問題への対応、京都北部地域の振興のための基盤としてさらに活用するため、行政、経済界、港湾関係者、荷主などが一体となり設立した、一般社団法人京都舞鶴港振興会は、京都舞鶴港の振興のため様々な取組を展開しています。
　〒624-0945
京都府舞鶴市喜多1105番1 舞鶴21ビル 3階
TEL:0773-75-7184
FAX:0773-75-7198
E-MAIL: m-port@mxa.nkansai.ne.jp
http://www.port.maizuru.kyoto.jp/index.html
【港湾荷役代理店のご案内】
飯野港運（株）営業課
ＴＥＬ：0773-75-5371　　ＦＡＸ：0773-75-5681
http://www.iinokoun.com/　　　
E-mail： mft@iinokoun.com 

日本通運（株）舞鶴海運支店国際輸送課
ＴＥＬ：0773-75-3207　　ＦＡＸ：0773-75-2136
E-mail： nmkaiun@basil.ocn.ne.jp 

舞鶴倉庫（株）営業課
ＴＥＬ：0773-75-1850　　ＦＡＸ：0773-75-1853
http://www.maizuru-soko.co.jp/　　　

E-mail： info@maizuru-soko.co.jp 
【航路スケジュールのご案内】
　◆中国航路

　　 ツネイシホールディングス㈱神原汽船カンパニー

http://www.kambara-kisen.co.jp/
　◆韓国航路

　　　興亜海運日本総代理店－三栄海運㈱

http://www.saneitk.co.jp/
　◆北海道フェリー航路

新日本海フェリー株式会社

http://www.snf.jp/
【貿易情報】

　■貿易一口メモ

***************************************************

中小企業海外展開支援策に関する国の相談窓口の御紹介

***************************************************

□近畿経済産業局国際事業課　　　℡：06－6966－6032

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www.kansai.meti.go.jp/

□日本貿易振興機構　大阪本部　　℡：06－6447－2315

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www.jetro.go.jp/jetro/japan/Osaka/

　　　　　　　　　　　　　　福井貿易情報センター　℡：0776－33－1661

　　　　　　　　　　　　　　神戸貿易情報センター　℡：078－231－3081

□中小企業基盤整備機構　　　　　　　(URL)http://www.smrj.go.jp/keiei/kokusai/index.html

　　　　　　　　　　　　　　近畿支部　経営支援課　℡：06－6910－3866

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www. .smrj.go.jp/kinki/

　　　　　　　　　　　　　　北陸支部　経営支援課　℡：076－223－5546

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www. .smrj.go.jp/hokuriku/
**********************************************

京都府農林水産物・加工品輸出促進協議会の御紹介

**********************************************

同協議会は、京都府内の農林水産物・加工品の輸出に取り組む方の活動を支援します
協議会の活動内容は以下のとおりです。

○輸出情報発信活動－輸出促進に役立つ情報をメーリングリストで提供します。
○輸出促進セミナー開催活動－輸出促進に役立つセミナーを開催します。
○ジェトロ、クレア等との連携活動－各関係機関と連携し、輸出促進関連情報を入手します。
○海外展示商談会を開催－展示出展、販促活動について、活動を支援します。
○海外市場調査活動－海外での普及、市場開拓に係る調査を実施します。
○海外イベントへの出展－海外で開催されるジャパンパビリオン等に出展します。
◆お問い合わせ・入会申込先は次のとおりです。◆
〒６０２－８５７０　京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町　京都府農林水産部　研究普及ブランド課内

電話：（０７５）４１４ー４９４０、ＦＡＸ：（０７５）４１４ー４９７４
□■□貿易に関する相談がございましたら、こちらまで□■□

　　ジェトロ京都情報デスク

　　京都リサーチパーク　京都府産業支援センター１階

京都市下京区中堂寺南町１３４
電話番号　０７５－３２５－２０７５
FAX番号　０７５－３１５－９０９１
http://www.pref.kyoto.jp/trade/13500004.html
E-mail：jetro-kyoto@ki21.jp 

【京都舞鶴港利用促進パートナーシップ事業のご案内】

http://www.pref.kyoto.jp/news/press/2010/5/1274921383540.html
今後、みずなぎ通信のバックナンバーを掲載していきます。

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
７　編集後記
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○

3月11日に起こった東日本大震災による被害は、さらに拡大しています。震災による死者は4300人以上となり、行方不明者と合わせた数は1万3000人近くに上っています。東京電力福島第一原子力発電所の状況も予断を許しません。

みんなが一丸となって力を合わせ、この国難を克服してまいりたいと考えます。

号外でもお知らせしましたが、東北地方太平洋沖地震被災地への救援物資等の海上輸送については、関西広域連合が行う被災者支援の一環として、京都舞鶴港の港湾施設使用料等を減免することとしております。運用につきましては、可能な限り柔軟に対応したいと考えておりますので、何かございましたら、京都府建設交通部港湾課（℡：０７５－４１４－５３０２）、または、京都府港湾事務所（℡：０７７３－７５－１１７４）に御照会ください。
結びに、重ねて、今回の「東北地方太平洋沖地震」におきまして、お亡くなりになった多くの方々へお悔やみ申し上げますとともに、被災された皆様をはじめ、今も避難生活を余儀なくされておられます皆様に、心からお見舞いを申し上げるとともに、１日も早い復興を心から願っております。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
発行者：京都府貿易・商業課

京都市上京区下立売通新町西入
■TEL: 075-414-4840 ■FAX: 075-414-4870
■URL: http://www.port.maizuru.kyoto.jp/

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
